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出産年齢の上昇と心理発達的課題 
― 高年における妊娠・出産・育児 ― 
 
Developmental tasks of delayed parenthood： 
Pregnancy, Childbirth and Parenting at advanced age 
 












の平均年齢は 5 年ほど伸び、2015 年以降、30 歳を超えている（厚生労働省，
2020）。2016 年（平成 28 年度）の人口動態調査では、第 1 子出生時の平均年
齢は、女性で 30.7 歳、男性は 32.8 歳となっており、これは 1975（昭和 50）





出生率の年次推移をみると、昭和 50 年代以降（1970 年代後半）、20 歳代の出
生率が大きく低下する一方で、いわゆる高年出産と呼ばれる 35 歳以上での出
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生率は上昇傾向にある 2。出生数においては、2010 年に 35 歳以上の出産が全
体の 15%を超えた。特に、40 歳以降の出生数は各年齢層のなかで際立った増加
傾向にあり、40 歳以上の出生数は、2015 年には 53,866 人となり、これは 1985



























2009）。海外でも、Advanced Maternal Age （AMA）を何歳にするかについて
は、様々な立場があるが、概ね 35 歳を区切りにしており（ACOG 2015）、今日
では、世界的にも、高年初産とは、35 歳以上の初産を指すものとなっている
（菅野，2017）。ただし、これについても、胎児死亡などいくつかの重要なリス































































さらに、40 代での出産は、1920 年代では 11 万件にのぼり、40 代での出産を
















Myrskylä, Barclay & Goisis（2017）は、イギリスで出生した 4 つのコホート




的地位と年齢の関係についてみると、1958 年と 1970 年の出生コホートでは、
母親の年齢が 25～34 歳の世帯で職業と教育に基づく社会経済的地位が最も高
いのに対し、1992 年と 2000-2002 年の出生コホートでは、母親の年齢が 35～
39 歳の世帯で最も高くなっていた。また、妊娠中の喫煙率については、1958 年
と 1970 年ではすべての年齢世帯で高かったのに対し、1992 年と 2002 年のコ






Gosis, Schneider & Myrskylä（2017）は、同じくイギリスの大規模調査デー
タを用い、1958 年（10,969 例）、1970 年（9,326 例）、2000-2002 年（11,600
例）の 3 つのコホートにおける子どもの出生時の母親の年齢と 10～11 歳の言







的には、1958 年と 1970 年のコホートでは、40 歳以上の母親が出産した子ど
もの 70％以上が第 3 子以上の出生であったのに対し、2000-2002 年のコホー
トでは、第 3 子以降が 50％以下に低下し、代わりに初産が 18％に上昇してい













の関心を集めてきた（例えば、Belsky & Kelly, 1994/1995）。「子はかすがい」
という言葉があるが、実際には、子どもの誕生は、夫婦関係の質の低下をはじ
め、ネガティヴな影響をもたらすと指摘する研究も多く、親の年齢が与える影




2013）、32 歳以上の初産婦を高年出産（advanced age）、38 歳以上を超高年出
産（very advanced age）とし、25 歳から 31 歳（13,108 名）、32 歳から 37 歳
（4,827 名）、38 歳以上（631 名）の 3 つのグループにおける生活満足度を、妊

















22 歳）、23～34 歳、35 歳～49 歳に区分すると、若年で親になった 2 つのグ
ループは、子ども誕生後数年で、子ども誕生前の幸福感に戻るか、次第にそれ
を下回るという軌跡を示していた。これに対し、より高年で子どもを持ったグ














（Kenwood, Shirane, & nee-Procterm，2011）。例えば、親になることを遅ら
せた夫婦は、遅らせなかった夫婦に比べ、親役割を引き受け、それに満足し、
葛藤やストレスも少ない傾向にあることが示されている（例えば、Cowan & 
Cowan, 1992: Frankel & Wise, 1982）。 
親になることを先送りすることについては、特に、男性が父親としてかけら
れる期待やプレッシャーとの関係でそのプラス面が指摘されている。例えば、















































る（Robinson, Olmsted, Garner, & Gare, 1988）。他方、妊娠の受容や親への
移行過程については、若年層と比較して、目立った問題や重篤なリスクは見ら





























Windriridge, 1991a, 1991b）。Carolan（2005）は、35 歳以上で初めて母親に
なった女性への縦断的インタビューを通して、母親の適応は一般に、出産 3 ヶ
月までに生じるとされているが、35 歳以上の母親にとっては、そのような適応
は出産後 4 ヶ月か 6 ヶ月まで生じない傾向にあること、しかしながら、出産後







山，2014）。また、40 代の初産婦と経産婦を比較した研究では（Berryman & 




































連を明らかにする研究が進められている（Camberis, McMahon, Gibson, & 







あった（Camberis et al., 2014）。 




均年齢 32.81 歳；30 歳以下 95 名、31～36 歳 80 名、37 歳以上 65 名、41％が
生殖医療を受けた後に妊娠）。 










































































5 ドイツのデータ（1984 年～2009 年）：4,513 名、7,602 の出生、延べ 64,492 名、
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